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知
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し
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知
っ
て
ほ
し
い
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親
制
度

里
親
制
度
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こ
と

の
こ
と

「
家
庭
」を
必
要
と
し
て
い
る　

子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す

里親のこと、里親のこと、
知っていますか？知っていますか？

　何らかの事情で子どもを育てられない親の代わりに、一定期間家庭
で子どもを預かり、温かい愛情と正しい理解で養育する制度です。
　里親と子どもに法的な親子関係はなく、養子縁組とは異なります。

・はぐくみホーム/乳幼児はぐくみホーム（養育里親）
	 �　事情があって家庭で育てられない子ども（０歳～18歳、乳幼児はぐ
くみホームは０歳～就学前）を、家庭に戻るまでや自立するまでの一
定期間、里親の家庭で育てる制度です。期間は数週間～１年以上と
さまざまです。
※府では養育里親制度を「はぐくみホーム」と呼びます。

・養子縁組里親
	 �　保護者が育てられない子どもを、将来的に特別養子縁組をするこ
とを前提として育てる制度です。

・週末里親、季節里親
	 �　施設で生活する子どもを週末や夏休みなどに家庭で受け入れ、育
む制度です。

その他にも、親族里親、専門里親などがあります。

　
乳
児
院
や
児
童
養
護
施
設
で
暮
ら
す
子
ど
も
は
全
国
で
約
４
万
人
以
上
。市

内
に
も
、さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
家
庭
で
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
が
約
80
人
い

ま
す
。将
来
の
自
立
に
向
け
て
も
、養
育
の
観
点
か
ら
も
、家
庭
的
な
環
境
で
の

生
活
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、子
ど
も
た
ち
と
家
庭
の
ぬ
く
も
り
や
さ
ま
ざ

ま
な
経
験
を
共
に
す
る「
里
親
」は
今
も
な
お
、数
が
足
り
て
い
ま
せ
ん
。10
月

は
里
親
月
間
。あ
な
た
に
知
っ
て
ほ
し
い
里
親
制
度
の
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

Ф
ま
る
っ
と
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
☎
８
４
０・７
２
２
１
、
Ю
８
４
６・７
９
５
２

　家庭的な支援を必要とする子どもの数に対し、里親家庭の数は足
りていません。

施設で暮らす子どもは全国全国では約４万2000人４万2000人います。
（出典：令和８年３月こども家庭庁支援局家庭福祉課「社会的養育の推進に向けて」）

さまざまな事情で家族と
暮らせない市内にいる子ども

約80人80人

市内のはぐくみホーム
登録家庭

11家族11家族

特集

10

月は
里親月間
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里親にならなくても、知ってほしいこと里親にならなくても、知ってほしいこと
　里子は、里親家庭だけでなく社会全体が温かい心で接することで、安心して成
長することができます。里親家庭が地域や学校で暮らしやすいよう、里親制度を
知ることは、里親自身はもちろん、里子の将来の自立を支えることにつながり
ます。
　今回の特集では、「はぐくみホーム」の里親や、里子として暮らした人にご協力
いただき、お話を伺いました。実際の声を通じて、里親の制度についてぜひ知って
いただきたいことをお伝えします。

養育里親　Aさん夫妻養育里親　Aさん夫妻
　実子４人（中学１年生～ 20歳）の子育て中。約10年前に
里親登録し、乳幼児を中心に受け入れ。現在も実子に加え、
２人の里子（４歳・小学１年生）と一緒に生活している。

Q.�里親登録をしたきっかけは？
　親戚に里親をしている人がいたこ
ともあり、いつかやってみようと夫
婦で話し合っていました。

Q.里親を続ける理由は？
　10年間切れ目なく受け入れてい
て実感するのは、家庭的な環境を求
める子どもが、まるで行列をなすか
のようにたくさん待っているという
ことです。そうした子どもたちに一
人でも多く「家庭」を経験してほしい
と思っています。

不
安
も
あ
り
ま
し
た
が

「
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」を

　
里
親
を
始
め
る
前
は「
実
子
の
育
児
を
し
な

が
ら
他
人
の
子
を
預
か
れ
る
の
だ
ろ
う
か
」

「
自
分
の
子
ど
も
と
同
じ
よ
う
に
接
す
る
こ
と

は
で
き
る
だ
ろ
う
か
」と
不
安
も
あ
り
ま
し

た
。と
は
い
え
で
き
る
こ
と
か
ら
し
て
み
よ
う

と
、子
ど
も
の
一
時
預
か
り
を
し
た
の
で
す

が
、依
頼
さ
れ
る
数
が
と
て
も
多
く
驚
い
た
ん

で
す
。「
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の

な
ら
、若
く
て
体
力
が
あ
る
う
ち
に
、わ
が
子

と
一
緒
に
育
ち
合
え
る
環
境
で
受
け
入
れ
て

み
よ
う
」と
い
う
気
持
ち
に
な
り
、里
親
登
録

す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

実
子
が
幼
い
と
き
、里
子
と
の

共
同
生
活
で
心
が
け
て
い
た
こ
と

　
今
で
は
実
子
は
大
き
く
な
り
ま
し
た
が
、幼

い
と
き
は
、実
子
も
里
子
も
慣
れ
な
い
環
境
で

不
安
そ
う
な
と
き
も
あ
り
ま
し
た
。少
し
心
が

乱
れ
て
い
る
な
と
感
じ
た
ら
、そ
れ
ぞ
れ
個
別

の
時
間
を
つ
く
る
こ
と
で「
自
分
は
大
事
に
さ

れ
て
い
る
」と
安
心
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
心

が
け
て
い
ま
し
た
。普
段
の
生
活
で
は
特
別
に

違
い
を
意
識
す
る
こ
と
は
な
く
、実
子
と
里
子

が
け
ん
か
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、そ

れ
ぞ
れ
の
気
持
ち
を
受
け
止
め
な
が
ら
、相
手

へ
の
寄
り
添
い
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る

よ
う
意
識
し
て
い
ま
し
た
。子
育
て
に
悩
み
は

つ
き
も
の
で
す
が
、里
子
の
養
育
に
つ
い
て
相

談
し
た
い
と
き
は
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
（
５

ペ
ー
ジ
参
照
）が
い
つ
で
も
話
を
聞
い
て
く
れ

た
の
で
、夫
婦
以
外
に
頼
れ
る
人
が
い
た
こ
と

は
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
ね
。

里
子
が
き
っ
か
け
で
深
ま
る

家
族
の
交
流

　
今
受
け
入
れ
て
い
る
里
子
は
、２
人
と
も
１

歳
に
満
た
な
い
と
き
か
ら
見
て
い
ま
す
。最
近

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
ロ
ー
ル
は
里

子
の
写
真
が
多
く
、成
長
が
感
じ
ら
れ
て
本

当
に
か
わ
い
い
で
す
ね
。実
の
子
も
里
子
を
と

て
も
か
わ
い
が
っ
て
い
て
、大
学
生
の
子
は
帰

宅
す
る
と
里
子
の
様
子
を
見
に
必
ず
リ
ビ
ン

グ
に
来
ま
す
し
、中
学
生
の
子
は
お
世
話
を
積

極
的
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。里
子
が
い
る
こ

と
で
家
族
の
交
流
が
深
ま
り
、実
子
に
と
っ
て

も
、さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
差
の
子
と
関
わ
る
こ
と

が
で
き
て
、良
い
経
験
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

里
親
を
支
え
る
周
囲
の
理
解

　
里
親
と
し
て
預
か
る
期
間
は
１
週
間
～
数

年
間
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
。あ
る
日
、保
育
所
に

新
た
に
迎
え
た
子
を
連
れ
て
い
く
こ
と
も
あ

る
の
で
、交
流
の
あ
る
保
護
者
に
は
里
親
を
し

て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。事
情
が
分
か

る
と
里
親
に
関
心
を
持
っ
て
く
れ
る
人
も
い

ま
す
。か
か
り
つ
け
医
も
事
情
を
知
っ
て
く
れ

て
い
る
の
で
、診
療
も
手
続
き
も
と
て
も
安
心

で
き
ま
す
。里
親
家
庭
に
と
っ
て
、周
囲
の
理

解
が
あ
る
と「
こ
の
子
た
ち
を
育
て
て
い
る
の

は
自
分
た
ち
だ
け
で
は
な
い
ん
だ
」と
と
て
も

励
み
に
な
り
ま
す
。里
親
家
庭
に
関
わ
る
機
会

が
あ
れ
ば
、温
か
く
見
守
っ
て
も
ら
え
た
ら
う

れ
し
い
で
す
ね
。

「はぐくみホーム」インタビュー １
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里子は決して特別な子ではないですが
自立への手助けは心がけています
　里子は皆、事情があって実親と離れて暮らしている子
ですが、決して特別な子ではないんです。ですから、向き
合い方や生活は実子のときと変えていません。一方で実
子と違うのは、「家庭」を知らない分、未経験の物事が多
いことと、親子である期間が決まっているので成人した
後は自分を頼ってくれるかどうか分からないこと。なの
で「社会に出る最後の準備」として、一つの家庭の在り方
を知ってくれたらと思っています。一緒に生活して気付
いたことがあれば、いずれ自立する時のために手を差し
伸べようと心がけています。

今でも自分を頼ってくれる里子たちが
たくさんいることがうれしい
　Cさんを預かっていたときは、学校に呼び出されたこ
ともありました。でも、子どもは時に、大人に迷惑をかけ
ながらも学び成長していくもの。大人が受け止めてあげ
て、本人が「しまった」と自覚できる環境が大切だと思っ
ています。Cさんとは今も連絡を取り合っていて、立派
に自立した姿を見せてくれる度、成長を感じてうれしく
思っています。自立後の里親との関係は人それぞれです
が、Cさんをはじめ、うちを出た子たちは今でもよく連
絡をくれるんです。みんな本当にかわいく、わが子がた
くさんいるようでうれしいですね。

はじめてのことを
たくさん経験できた３年間
　施設での集団生活しか知らなかったので、「家」での経験
は新しいことばかりでした。例えば施設では厨房に入らな
いので、Bさんの家で生まれて初めて家庭用の“冷蔵庫”を
見たんです。庫内は知らないものばかりでした。それ以降
も、Bさんは、料理や買い物、ごみの出し方などの身の回
りのことを教えてくれたり、周囲の大人との関わりを作っ
てくれたりして、自立するために必要なことを一つ一つ丁
寧に経験させてくれました。実のお子さんの結婚式にも出
席させてもらったことは、とても思い出に残っています。
　自立した今でも、困ったときにはBさんに相談していま
す。自分で作る料理は今でもBさん仕込みのものばかりで
す。頼ったときに向き合ってくれるBさんは、私の心の支
えです。

里親支援センターおひさま（５ページ参照）で
Cさんを担当していた職員の声

　里親家庭の調整をするために会った
とき、下を向いて顔を見せてくれなかっ
た当時高校生になったばかりのＣさん。
今、笑顔で目を合わせて話をしてくれる
姿をみると、里親のもとで過ごした時間
の大切さを改めて実感しています。

里
親
に
な
る
に
は
？

里
親
に
な
る
に
は
？

　
特
別
な
資
格
は
不
要
で
、子
育
て

経
験
の
有
無
な
ど
の
条
件
も
問
い

ま
せ
ん
。面
接
や
研
修
な
ど
を
経
て
、

里
親
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

相
談
相
談

　
電
話
な
ど
で「
里
親
支
援

セ
ン
タ
ー
お
ひ
さ
ま
」へ
問

い
合
わ
せ
を
。

1

面
接
・
家
庭
訪
問

面
接
・
家
庭
訪
問

　

生
活
状
況
や
自
宅
の
養

育
環
境
を
確
認
し
ま
す
。

2

研
修
・
実
習

研
修
・
実
習

　

養
育
の
た
め
の
理
解
を

深
め
る
研
修・実
習
が
あ
り

ま
す
。

3

登
録
登
録

　
府
の
審
査
を
経
る
と
、里

親
家
庭
と
し
て
登
録
さ
れ

ま
す
。

4

ス
タ
ー
ト

ス
タ
ー
ト

　
マ
ッ
チ
ン
グ
次
第
、里
親

と
し
て
の
生
活
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

5

養育里親　Bさん養育里親　Bさん
　実子３人の子育て経験あり。末っ子が
中学３年生のときに同学年の子を受け入
れ、以降高校生を中心に里親を継続中。

元元里子　Cさん里子　Cさん
　中学生まで施設で過ごし、高
校３年間をBさんの家庭で生活。 
現在は成人し自立している。

「はぐくみホーム」インタビュー 2
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　子どもと里親のマッチングやサポートをする里親支援センター	
おひさまの石井センター長にお話を伺いました。

Q．里子になる子はどのように決まりますか？
A.�個室の有無など住まいの環境や、実子がいる場合は実子の年齢や性別も考
慮します。里子の年齢や性別について里親の考えも伺い、その上で府と検討
し決まります。

Q.共働きでも大丈夫ですか？
A.�保育所や幼稚園を利用できます（市独自の制度で保育所の利用選考で、基礎
指数を２倍とする取り扱いあり）。急用時は一時預かりのサポートもあります。

Q．経済的な面が心配です…
A.�子どもの生活のため、里親手当（約９万円/月）や生活費（約５万２千円～６万円
/月）が支給されます。学校などの教育費用や医療費は原則公費負担です。

Q．�本当に自分にできるのか、�
長期間受け入れできるのか心配です

A.�養育する上で不安なことは、里親支援センターがサポートします。里親同士
のつながりで悩みを相談しあうこともできます。養育期間はさまざまですが、
たとえ短い時間でも子どもたちにとっては大切な時間になります。あなたの
家庭環境や気持ちに合う方法で子どもたちに家庭のぬくもりを届けてみま
せんか。

気になることがあればいつでも 相 談 を
社会福祉法人 大阪水上隣保館
里親支援センターおひさま
☎・Ю 380・3455
　里親制度の相談から登録、その
後の養育までサポートします。話
を聞くだけでも大丈夫ですので、
お気軽にお問い合わせください。 ▲ホームページ

自分だけを見てくれる
大人の存在が大切
　自分だけを見てくれる大人と過ごすことは、家
庭でしかできないことです。子どもは成長の過程
で、特定の大人との愛着関係をつくり、安心感の
中で自己肯定感を育むことにより、他人や社会を
信頼することができるようになります。

将来「家庭」を持つときのために
　施設での生活は集団生活のため、食事や掃除などの日常生活は家庭と
異なります。子どものうちに家庭での暮らしを経験することで、将来自立し
て暮らすための力を身に付け、家庭を築くためのイメージを育むことがで
きます。

里親支援センターおひさま
センター長 石井さん

よ く あ る 質 問

里 親 制 度 が 大 切 な 理 由里 親 制 度 が 大 切 な 理 由里親をもっと里親をもっと
知りたくなったら知りたくなったら
１．�10月は里親月間�
広がれ！子どもの笑顔

 �笑って、泣いて、ちょっと考える 
『漁港の肉子ちゃん』上映会と 
里親トークイベント

　お笑いタレント・明石家さんまが企画・
プロデュースした大ヒットアニメ映画。
肉子ちゃんとキクコの姿から、家族の形
と子どもの居場所について考えてみませ
んか？里親の生の声が聞けるトークタイ
ムも。
▶日時など　10月25日㈰午前10時～午
後０時20分、総合文化芸術センター本館 
ひらしんイベントホール。無料。手話通訳
（９日までに要予約）・保育（生後６カ月
以上の未就学児、先着５人。16日までに
要予約）あり。
▶申込　10月１日からフォーム（下記
コ ー ド ）・電話（☎841・
1129）でまるっとこども
センターへ。先着150人。
空席があれば当日入場可。

 �おとなもこどもも楽しめる！ 
絵本作家　長谷川義史さん 
絵本ライブ

▶日時など　10月25日㈰午後２時～ 3
時25分、総合文化芸術センター本館 ひ
らしんイベントホール。無料。手話通訳あ
り。
▶申込　10月１日午前９時～３日午後
６時にフォーム（右記コー
ド）・電話（☎380・3455）
で里親支援センターおひ
さまへ。抽選で100人。

２．里親個別相談会
▶日時など　⑴10月24日㈯午前９時30
分～午後０時30分、中央図書館⑵25日
㈰午前10時～正午、総合文化芸術セン
ター本館 創作活動室。予約優先。電話（☎
380・3455）で里親支援センターおひさ
まへ。

３．里親制度パネル展示
▶期間など　10月３日㈯～ 29日㈭午前
９時30分～午後７時（土曜・日曜、祝日は
午後５時まで。金曜休館）、中央図書館美
杉会グループエントランスホール。
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